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さ
ら
に
、
同
空
港
建
設
予
定
海
域
は
海
洋
資
源
の
宝
庫
と
し
て
の
自
然
条
件
を
備
え
て
お
り
、
日
本
に
残
さ
れ

た
唯
一
と
い
え
る
大
規
模
な
サ
ン
ゴ
礁
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
海
を
埋
め
立
て
て
第
二
の
空
港
を
建
設
す

る
こ
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
と
必
要
性
が
あ
る
の
か
大
変
疑
問
で
あ
る
。 

新
石
垣
空
港
の
建
設
は
去
る
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
第
三
種
空
港
と
し
て
運
輸
省
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
第
三
種
空
港
の
建
設
は
地
元
の
要
請
と
同
意
を
第
一
義
的
な
条
件
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
予

定
地
の
白
保
地
区
を
中
心
に
住
民
の
根
強
い
反
対
運
動
が
続
い
て
い
る
。 

一 

同
空
港
建
設
予
定
地
で
あ
る
石
垣
島
東
海
岸
に
は
サ
ン
ゴ
礁
が
発
達
し
、
数
多
く
の
生
物
が
棲
息
し
て
い 

 
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

沖
繩
県
石
垣
島
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
石
垣
空
港
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
た
い
。 

新
石
垣
空
港
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

同
海
域
は
「
サ
ン
ゴ
の
中
か
ら
魚
が
わ
く
」
と
地
元
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漁
業
資
源
の
豊
富
な
海
域
で

あ
る
。
地
元
漁
民
の
話
で
は
、
こ
の
海
域
だ
け
で
年
間
五
億
円
近
い
漁
業
収
益
が
得
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十

五
年
六
月
三
十
日
の
八
重
山
漁
業
協
同
組
合
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
同
海
域
の
漁
業
権
放
棄
が
決
議
さ
れ
た 

日
本
に
残
る
数
少
な
い
す
ば
ら
し
い
サ
ン
ゴ
礁
を
守
る
た
め
に
、
水
産
資
源
保
護
海
域
に
指
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
環
境
庁
は
同
海

域
の
サ
ン
ゴ
礁
の
状
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
把
握
を
し
て
い
る
か
。
環
境
庁
自
ら
が
直
接
に
調
査
す
る
意
思

は
あ
る
の
か
。
以
上
を
伺
い
た
い
。 

る
。
私
自
身
も
、
今
年
二
月
に
水
中
に
潜
つ
て
観
察
し
て
み
た
が
、
建
設
予
定
地
の
ほ
ぼ
全
域
が
美
し
い
サ
ン

ゴ
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
沖
繩
県
土
木
建
築
部
が
昭
和
五
十
年
七
月
に
行
つ
た
「
新
石
垣
空
港
の
建
築
計
画
に
係

る
環
境
調
査
」
で
も
、「
石
垣
島
東
部
海
岸
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、
日
本
最
大
規
模
の
大
裾
礁
で
遠
浅
の
広
い
リ
リ
ー

フ
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

四 

現
石
垣
空
港
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
有
地
で
あ
る
。
国
有
財
産
法
は
、
「
財
産
の
用
途
を
廃
止
し
た
場
合
、

大
蔵
大
臣
に
こ
れ
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
現
石
垣
空
港
が
、
そ
の
用
途
廃
止 

三 

昭
和
五
十
五
年
に
運
輸
省
が
作
成
し
た
第
四
次
空
港
整
備
五
力
年
計
画
の
な
か
で
は
、
石
垣
空
港
の
将
来
の

需
要
は
昭
和
六
十
年
に
約
九
十
万
人
、
六
十
五
年
に
は
百
六
十
万
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
に

新
空
港
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
四
十
七
万
人
が
五
十
五
年
に
は
六
十
四
万
人
に

伸
び
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
横
ば
い
状
態
で
予
測
を
大
幅
に
下
回
つ
て
い
る
。 

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
総
会
決
議
は
過
半
数
に
満
た
な
い
出
席
者
に
よ
る
総
会
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
法
的
要
件
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
違
法
決
議
と
し
て
地
元
漁
民
か
ら
今
年
三
月
に
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
漁
業
権
放
棄
の
違
法
性
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

今
後
、
予
測
の
よ
う
な
需
要
の
大
幅
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
現
在
で
も
考
え
て
い
る
か
。 

五 

 



 

 

六 

後
、
国
有
財
産
と
し
て
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
は
必
至
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

さ
ら
に
、
現
石
垣
空
港
で
自
衛
隊
が
恒
常
的
訓
練
を
行
い
、
ま
た
、
米
軍
か
ら
使
用
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る

現
状
か
ら
、
地
元
住
民
の
間
に
は
軍
事
転
用
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
不
安
が
あ
る
。
現
石
垣
空
港
が
軍
事
へ
転

用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
の
か
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


